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自然言語解析のための MSRパーザ ◎ツ 

白井 清 昭I 植 木 正裕II 橋 本 泰 -I

徳 永 健 伸I 田 中 穂 積1

L

L本論文では,我々が現在公開している自然言語解析用ツール ｢MSRパーザ ･ツール

キット｣の特徴と機能について述べる.MS

リズムを拡張 し,日本語などの分かち書きされていない文の形態素解析と構文解析を

L

同時に行うツールである.MS

器を用いて,文法 と接続表からLR表を作成する.このとき,LR表作成器は,接続

表に記述された品詞間の接続制約を組み込んだ LR表を生成する.このため,接続制

約に違反する解析結果を受理 しない LR表が作られるだけでなく,LR表の大きさを

L

L

いて辞書引きによる単語分割と構文解析を同時に行い,その結果として構文木を出力

大幅に縮小することができる.次に,MS
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MSRする.さらに, パーザは,文中の括弧の組によって係 り受けに関する部分的

な制約が与えられた文を入力とし,その制約を満たす構文木のみを出力する機能を持

LRつ.また,文脈依存性を若干反映した言語モデルのひとつである確率一般化 モデ

(PGLR PGLRル モデル)を学習 し,個々の構文木に対 して モデルに基づ く生成確率

を計算 し,解析結果の優先順位付けを行う機能も持つ.
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Rパーザは,一般化 LR法の解析アルゴ

Rパーザを用いて解析を行う際には,まず LR表作成

Rパーザは,作成された LR表と辞書を用
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且 はじめに

l7.自然言語処理 

L

いる.したがって,文法等を持っていないユーザでも,ツールキットに付属のものを用いて日

iunx

ある.また,MSRパーザ ･ツールキットには日本語解析用の文法,辞書,接続表が含まれて

本語文の形態素 ･構文解析を行うことができる. 

のみである.具体的には,以下の 

解析を同時に行うパーザである2.本論文では,MSRパーザ ･ツールキットの特徴と機能につ

いて述べる. 

L

MSRパーザを用いて文を解析する場合には,以下の 3つが必要になる.L

文法 品詞を終端記号とする文脈自由文法.主に構文解析に用いる.

辞審 単語とそれに対応した品詞を列挙 したデータで,形態素解析の基本単位

を集めたものである.辞書の品詞体系は文法の品詞体系と一致 していなけ

ればならない.

L

接続表 品詞間の接続制約を記述 した表.品詞間の接続制約とは,ある 2つの品

詞が隣接できるか否かに関する制約である.

本ツールキットでは,文法 ･辞書 ･接続表を自由に入れ換えることができる.すなわち,ユー

ザが独自に開発 した文法や辞書を用いて,MSRパーザによって文の解析を行うことが可能で

tye0tye
0
314辞書 (登録単語数 2 ,11)を用いる場合,5Mb のメモリと 1Mb のディスク容量を必要

h l fcoo od tauaicence,tueontpar†東京工業大学 大学院情報理工学研究科 計算工学専攻,De metofC mp rS Gr eS

LMSRパーザを動作させるために必要なメモリ使用量 ･ディスク使用量は,使用する文法や辞

書の規模に大きく依存する.例えば,ツールキットに付属の日本語解析用文法 (規則数 

No . 2

我々は,1

ルゴリズムを拡張 し,単語区切 りのない言語 (日本語など)を主に対象とし,形態素解析と構文
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OSで動作することが確認されている. 

MSRパーザは C言語で実装され,動作する OSは 

0. 
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を解析することを目的に作られた. 
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Rパーザは,分かち書きされた文 (英語文など)を解析する機能も持っているが,もともとは単語区切 りのない文L
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とする.

本ツールキットを用いた形態素 ･構文解析の流れを図 1に示す. MSLRパーザの解析アル

ゴリズムは一般化 LR法に基づいているため,まず最初に LR表作成器を用いて,文法と接続

表から LR表を作成する. MSLRパーザは,作成された LR表と辞書を参照しながら入力文の

形態素 ･構文解析を行い,解析結果 (構文木)を出力する.

図 1 MSLRパーザを用いた形態素 ･構文解析の流れ

本ツールキットの主な特徴と機能は以下の通 りである. 

◎	 MSLRパーザは,形態素解析と構文解析を同時に行う.まず最初に形態素解析を行い,

その出力をもとに構文解析を行う逐次的な方法では,形態素解析の段階では文法などの

構文的な制約を考慮 しない場合が多 く,その後の構文解析の段階で不適当と判断される

ような無駄な解析結果も出力される.これに対 し, MSLRパーザは形態的な情報 (辞書,

接続表)と構文的な情報 (文法)を同時に用いて解析を行うため,このような無駄な解析

結果を生成することはない. 

◎	 LR表作成器は,接続表に記述された品詞間の接続制約を組み込んだ LR表を作成する.

すなわち ,LR表を作成する段階で品詞間の接続制約を考慮し,接続制約に違反する構文

木を受理 しない LR表を作る.さらに,品詞間の接続制約を組み込んだ場合,接続制約

を組み込まない場合と比べて LR表の状態数 ･動作数を減らすことができ,メモリ使用

量も小さくすることができるという利点がある. 

◎	 品詞間の接続制約は,接続表という形式で記述する代わりに,文法に組み込むことも可

能である.しかしながら,接続制約を文法に組み込んだ場合,規則数が組み合わせ的に

増大する.このため,文法作成者の負担が大きくなり,また作成される LR表の大きさ

も大きくなるために望ましくない.このような理由から,本ツールキットでは,接続表

と文法を独立に記述する枠組を採用している. 

◎d官平文を入力 とした解析の他に,係 り受けに関する部分的な制約を加えた文を入力とした

解析を行うことができる.例えば ,｢太郎が渋谷で買った本を借 りた｣ という文を解析す 

95
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l. 5No. 000No , 2

る際に,次のような括弧付けによる制約を付けた文が入力されたときには,括弧付けと

[太郎が渋谷で買った]本を借 りた

v

矛盾した解析結果は出力しない. 

,Aすなわち ｢太郎が｣が ｢借 りた｣に係る以下のような解析結果は の括弧付けが入力,

の括弧付けと矛盾 (交差)しているために出力しない. 

[[太郎が][A[[渋谷で][買った皿本を][借 りた] ]A]]

この機能は,例えば前編集により係 り受けに関する部分的な制約をあらかじめ文に付加

してから解析を行い,構文的暖昧性を抑制する場合などに利用できる.

8
kounagihT kanc anaaan, ,la確率一般化 LRモデル ( mv dT a199I iS ltnu orner,

iTmv naI ,n kkauihanc,1a

-
S ltorner
;
･
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b
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Mo

法の枠組において構文木の生成確率を与える確率モデルである.PGLRモデルに基づ く

構文木の生成確率は,続計的な意味での正 しさの尺度を構文木に与えることができるの

で,構文的な唆昧性の解消に利用することができる.

以下では,ここに挙げた本ツールキットの特徴と機能について詳しく説明する.2節では品

dle R,以下 PGLRモデル)を取 り扱うことができる.PGLRモデルとは,一般化 L

L詞間の接続制約を組み込む LR表作成器について述べ ,3節では MSRパーザの概略について

L述べる.最後に 4節で本論文のまとめとMSRパーザ ･ツールキットの今後の開発方針につい

て述べる.

Rm望 表作成器

本節では,MS

説明する. 

LRパーザ ･ツールキットにおける LR表作成器の機能と特徴について詳しく

21.
 3種類の LR表を作成する機能

,liSL一般化 LR法で用いられる LR表には,SR (mpeLR) RL,C ianoncaCLR ( lLR) AL

dLR)の 3種類がある.我々の LR表作成器は,これら 3種類の LR表を作成する機khaea(Loo

能を持つ.

実際の自然言語文の解析では,最も状態数の少ない LALRが用いられる場合が多い.した

がって,以後 LR表といえば LALRを意味するものとする.これらの LR表の違いの詳細につ

いては文献 (Ah ian,
h
Sto e,
 5
8
9
dUllman1

6
9


)を参照していただきたい. 
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品詞間の接続制約を組み込む機能

本ツールキットにおける LR表作成器の最も大きな特徴は,LR表に品詞間の接続制約を反

映させることができる点にある.品詞間の接続制約を LR表に反映させるということは,接続

制約に違反する構文木を生成する動作を LR表からあらかじめ除去することに相当する.

このことを図 2の文法 CFGl を例に説明する3.cFGl において,書 き換え規則の右側に

ある数字は規則番号を表わす.また,終端記号は品詞である.CFGlから通常の LR表作成ア

2.

ルゴリズムによって作成された LR表を図 3に示す.但 し,図 3の LR表は a iotc n部のみであ

部は省略されている.今,この LR表に図 4の接続表に記述された接続制約を反映さり,goto

i,)が 1ならi行目の品詞 xiとj列目

i,

せることを考える.図 4の接続表において,行列要素 (i

の品詞 xjがこの順序で連接可能であることを示し,(i)が 0なら Tiと x,が連接不可能であ

s_

s_

s_

ることを意味する.また,"令"は文末を表わす特殊な品詞である. 

1 
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図 2 文法の例:CFGl 

CFGlでは,VSを構成する品詞として v

s_

s_s_5ks_

i"e_s_

｣e

ve

,v 5m,v 5W が,VEを構成する品詞とし

v naがあるので,規則 (5)から,Vを構成する品詞列は 3×3-9通 りあるこ

とがわかる.これに対 し,図 4の接続表を考慮 した場合,これら 9通 りの品詞列のうち "v 5k 

｣","v 5 5wv の 3組だけが接続制約を満たす.したがって,これら以

i_て ve, ikve ,_

","v
s_くi

外の品詞列は受理すべ きではない.

m ve｣na

ここで,図 3の LR表の状態 4,先読み記号 ve｣の欄にある rellというr cedeu 動作に着目

する.rellは,CFGl における規則 (ll)に対応 した部分木を作ることを意味する (図 5)･と 

3CFGlにおける各記号のおおまかな意味は以下の通 りである.S- VP;動詞句, - V 動詞, 1-一文, = PP 後置詞句, - VS
段動詞語幹,VS-動詞語幹 ,VE-動詞語尾,N-名詞,p-跡軌 AX- s_助動詞列 (以上,非終端記号).v 1-一段動詞語

s_幹,v 5 s_k-力行五段動詞語幹,v 5m s_-マ行五段動詞語幹,v 5W-り行五段動詞語幹,ve｣-動詞語尾ィ,ve｣(i-動詞語

ts尾キ,ve｣na-動詞語尾マ,noun-名詞,po p-助詞,aux-助動詞 (以上 終端記号 (品詞)). 
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図 4 接続表の例 

ころが,先読み記号が 

*"

R

｣e5_
 vs
ve｣であることから," kv "という品詞列に対 してこの動作を実

行することになるが,この品詞列は図 4の接続制約に違反する.同様に,図 3において,"

のついた動作もまた接続制約に違反する動作である.したがって,このような動作を事前に L

表から削除しておけば,接続制約に違反する解析結果の生成を防ぐことができる.

接続制約に違反する動作をLR表から除去する方法としては,まず図 3のように接続制約を

考慮 しない LR表を作成 してから,接続制約に違反する動作を LR表から削除する方法が考え 
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5 ′ 8

､-- 二 x 一読 l紬 二

(品詞列 ) ◎ vs_ k' ve 1 

上 ru 違反

図 5 接続制約に違反する reduce動作 

Ⅴ - vs_5kve止i (5-1) 

Ⅴ - VSVE (5) ⇒ Ⅴ - vs_5m ve_ma (5-2) 

Ⅴ - vs_5w ve_i (5-3)

図 6 接続制約を反映した文法規則

られる.しかしながら,文法の規模が大きくなると,接続制約を考慮 しない LR表の大 きさが

非常に大きくなるために望ましくない.これに対 して,本ツールキットでは,LR表を作成する

段階で接続制約を考慮 し,接続制約に違反する動作を除いた LR表を直接生成する方法を採用

している.接続制約を組み込みながらLR表を作成するアルゴリズムの詳細については文献 (Li 

1996)を参照 していただきたい.

接続制約を LR表に組み込む主な利点としては以下の 3つが挙げられる. 

(1) 接続制約を事前に組み込んだ LR表を用いて解析を行った場合,解析時には品詞間の

連接可能性をチェックする必要がないので,解析時の効率を上げることができる. 

(2) 接続制約に違反する構文木を生成する動作を LR表から除去することにより,LR表

の状態数 ･動作数を大幅に減らし,メモリ使用量を小さくすることができる. 

(3) 品詞間の接続制約は,接続表として記述 してから LR表に組み込む代わりに,書き換

え規則の細分化によって組み込むこともできる.例えば,CFGlの例では,規則 (5)

の代わ りに,図 6に挙げる 3つの規則を導入すれば,接続制約を満たす品詞列のみ

受理することができる.しか しながら,このように接続制約を組み込んだ文法を作成

することは,規則数が組み合わせ的に増大するために望ましくない.品詞間の接続制

約は,接続表として文法とは独立に記述 し,LR表を作成する段階で接続制約を組み

込む方が,最終的に得 られる LR表の状態数 ･動作数も少なく,メモリ使用量を小さ

くすることができる.また,文法記述者の負担も減らすことができる. 
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2. 評価実験 3


LR表に品詞間の接続制約を組み込む効果を調べる簡単な実験を行った.本ツールキットに

付属されている日本語解析用の文法と接続表を用いて,品詞間の接続制約を組み込む場合と組み

込まない場合の LR表を比較した.使用した文法の規則数は 148 1,終端,0,非終端記号数は 28


記号数は 537である.実験に使用した計算機は SunUltraEnterprise250Server(主記憶 2GB,
 

CPU周波数 300MHz)である.結果を表 1に示す.


表 1 品詞間の接続制約を LR表に組み込むことの効果

表 1において ,｢CPU時間｣は LR表作成に要した CPU時間を,｢状態数｣は作成された LR

表の状態の数を,｢動作数｣は作成された LR表の動作 (shift動作と reduce動作)の数を示して

いる.この表から,品詞間の接続制約を組み込むことによって,状態数はほとんど変わらない

が,動作数は約半分に減ることがわかる.したがって ,LR表のために必要なメモリ使用量を大

幅に縮小することができる.一方,｢CPU時間｣は,接続制約を考慮する場合としない場合とで

それほど大きな差は見られなかった.一般に,接続制約を組み込む場合は,品詞間の連接可能

性を調べながら LR表を作成するために,それに要する時間は長 くなることが予想される.し

かしながら,接続制約に遠反する無駄なアイテムが生成されなくなることから ,LR表作成に要

する時間が短縮される効果も生じる.そのため ,LR表作成時間が劇的に増大するわけではない

ことが実験的に確かめられた. 

3 MSLRパーザ

本節では, MSLRパーザの機能と特徴について概説する. 

3.1 形態素解析 と構文解析を同時に行う機能 

1節で述べたように, MSLRパーザは形態素解析と構文解析を同時に行う (Tanaka,Tbku-

naga,andAizawa1995).また,形態素 ･構文解析結果として構文木を出力する.例えば,図 2


の文法 (CFGl),図 4の接続表,図 7の辞書を用いたときの ｢あいこにたのまれた｣という文


の解析結果 (構文木)を図 8に示す.実際には, MSLRパーザは以下のような括弧付けで表現さ


れた構文木を出力する. 
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÷ :- ｢ I- Lt 

図 7 辞書 の例 

l


,[ [< >vp ,>S<[ ,[<Ⅳ> 皿,あいこ] ､no[, [,] [<> tp posp, >P<v,に] ]],[ ,[く >SV<[>,Ⅴ ,>p
<p

[vs
 m5_ ,たの] ],[ E<v ve
[>,
 ,ま] ]] [<, aux[>,XA<[>,XA aux[,,れ] ] ,た] ]]]]ma_
 

解析結果が複数ある場合には,その中からⅣ 個の構文木をランダムに選んで出力する.ただし, 

項で述べる P Rモデルを用いる場合には,構文木の生成確率の大きい上位 Ⅳ 個の構文木

を取 り出すことができる.また,Ⅳ の値は起動時のオプション指定により変更できる. 

PP VP 

LG33.

､.
一一一

､

l l 〈 /〈＼ 

// ＼一.一･･〆 了､＼ ＼ 

VP AX N

I tposp.noun VS VE AX aux 
l t l l
ll

ve5mvsあいこノ に たuxma a

たの ま れ

図 8 ｢あいこにたのまれた｣の解析結果 

__ 

L

LMS

る.一般化 LR法が通常は品詞列を入力とするのに対 して ,MS

Rパーザのアルゴリズムは,一般化 LR法の構文解析アルゴリズムを拡張 したものであ

ⅠR.

Rパーザは文字列を入力とし,

辞書引きによる単語分割と構文解析を同時に行う.以下,一般化 LR法と MS パーザの解析

L

599
l1.
T kana

アルゴリズムとの違いを簡単に説明する. MSRパーザの解析アルゴリズムの詳細については

文献 ( aeta )を参照 していただきたい. 

(1) 入力文が与えられたとき,品詞 と品詞の間に位置番号をつける代わりに,図 9のよ

うに入力文の文字間に位置番号をつける. 

)2( 解析が位置 iまで進んだとき,位置 iから始まる全ての単語を辞書引きし,その結果

をスタックに登録する.例えば,図 9の例文を図 7の辞書を用いて解析 した場合,位

)noun, "という 35vs, -

解析スタックに登録される.これらの品詞付けの結果は,通常の一般化 LR法におけ 

置 0では " (あ )k51vs, ","(あ W)","(あいこ つの品詞付けの結果が
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あ い こ に た の ま れ た 
(位置番号) 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

図 9 MSLRパーザにおける位置番号のつけ方

る多品詞語と全く同様に取 り扱われる. 

(3) hf動作を実行 して先読み記号をスタックにプッシュする際には,その品詞を構成すsit

る文字列の一番最後の位置まで解析スタックを延ばす.例えば,位置 0で vs_5kとい

う先読み記号 (品詞)をプッシュする際には,vs_5kが位置 0-1に位置する単語 ｢あ｣

の品詞であるので,スタックの先頭を位置 1まで延ばす.そして,位置 1から始まる

単語の辞書引き結果をもとに以後の解析を進める.同様に,位置 Oで nounという品

詞をプッシュする際には,nounが位置 0-3に位置する単語 ｢あいこ｣の品詞である

ので,スタックの先頭を位置 3まで延ばす.以後の解析は,位置 3から始まる単語の

辞書引き結果をもとに進められる,

例文 ｢あいこにたのまれた｣を解析する際,形態素解析結果の候補 としては以下の 2つが

ある. 

a･( nu)に,ot)たの,s5 ( v｣n)れ,u)た,u)あいこ,on( psp( v_m)ま,e a( ax( ax

b. ( nu)に, sll( ax( v_m)ま, ema( ax( axあいこ,on( v )た,u)の, s5 ( v_ )れ,u)た,u)

文法 CFGlは b.の品詞列を受理しないが,形態素解析と構文解析を逐次的に行う方法では,形

態素解析結果の候補としてa.,b.ともに出力し,それぞれの品詞列に対 して構文解析が試みられ

る.これに対 し,MSLRパーザは形態素解析と構文解析を同時に行い,文法に記述された構文

的な制約で排除される形態素解析の結果を早期に取 り除くことができるため,解析効率がよい.

例えば,位置 3まで解析が進んだとき,｢あいこ｣という文字列が図 8の点線で囲まれた部分木

を構成することがわかっている.このとき,位置 3から始まる単語を辞書引きする際に,品詞

列 b. ( v_)は受理されないという文法的な制約から,"に,s177という品詞付けが適切でないことが

わかる,具体的には,位置 3におけるスタックトップの状態 7において,"vs_1"を先読み記号

"に, 1
とする動作が図 3の LR表に存在しないことから, ( vs_)"という辞書引き結果を含む解析

はこの時点で中断される.したがって,誤 りである形態素解析結果の候補 b.を早期に取 り除く

ことができる.このことは,MSLRパーザの大きな特徴の 1つである. 

3.2 括弧付けによる制約のついた入力文を解析する機能 

MSLRパーザは括弧付けによる制約を加えた文を解析することができる.具体的には,MSLR

パーザは次のような文字列を入力として,括弧付けに矛盾しない解析結果のみを出力する機能

を持つ. 
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k)は,状態が stで先読み記号が Ijのときに動作 aたが実行された回数

わす.LR表における全ての状態は SsまたはS,のどちらか一方に必ず属する.図 3の LR表の例

る.例えば,図 3の LR表の状態 Oにある 5つの 

と shl)の実行確率は,これらの和が 1になるように

ザは,構文解析を行う際に,LR表の各動作の使用回数を出力する機能を持っている.さらに, 

I,a)を求めることができる.また本ツー),,k Iキットには,このようにして

れた LR表を作成するツールが含まれている.このツー),Iは,パラメタ推定の平滑化のために, 

R表に登録されている全ての動作の実行回数にある一定の頻度を加える機能を備えている. 

401

Vo No No . 2

PGIRモデルの学習について 

pGLRモデルの学習は,LR表上の各動作の実行確率を推定することにより行われる.動

作の実行確率の推定に必要なものは,構文木が付与された構文木付 きコーパスである.まず,

例文に付与された構文木に対 して,構文木を生成する際に実行する LR表上の動作の使用回数 

l7.

J

ak)を数え上げる.ここで, siは LR表における状態を,jは先読み記号を, akは動l

lils,

(式 において は 動作直後に到達する状態の集合 ,はそれ以外の状態の集合を表Ss S, ,

P( j )-ka

)2()1

)32,172,51,41,21,01,91,8, ,22

∈is)2るように正規化される.これに対 して式 ( は, S,のときには,状態 s 

ときに実行されうる全ての動作で実行確率を正規化することを意味する.すなわち,LR表にお

L

正規化される.また,S,に属する状態の場合,s コンフリクトがない限 り,その状

態に属する動作の実行確率は必ず 1となる.

本ツールキットにおける PGLRモデル学習の手続きは以下の通 りである.まず,MSRパー

i,先読み記号 Itの

5

2re-vs

ける同じマス目に属する動作の実行確率の和は 1となる.例えば,図 3の LR表の状態 1,先

1の欄にある 2つの動作 (

is∈Ssのときには,状態 で実行されうる全ての動作で実行確率を正規化する

ことを意味する.言い換えれば,LR表における同じ行に属する動作の実行確率の和は 1とな

i(1)式 は,s

tfihs 動作は,これらの実行確率の和が 1にな

i
C(si,

C(Ej
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を表わす. 

( )LR表上の各動作の実行確率は式 によって推定する. 
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32.項で述べた括弧付けによる制約を取 り扱う機能を利用 し,訓練用コーパスに付与された構文

木を入力として解析を行うことにより,訓練用コーパス中の構文木を生成する際に使われた各

2()1

is,


il,


動作の使用回数 C(
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表 2 解析実験の結果 

平均単語数

平均解析木数

平均解析時間 (ms) 

B

96.
 
Ste
1


A

2

Ste
81.


500
 
77.
 
5,
2

1
31.

3

1
65.
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332..
 PGLR モデルを用いた解析について 

MS

力することができる.また,生成確率の高い順に構文木を並べて出力することができる.すな

わち,pGLRモデルに基づ く生成確率を用いた解析結果の優先順位付けを行うことができる. 

LRパーザは,解析結果となる構文木とその PGLRモデルに基づ く生成確率を同時に出

MSRパーザは,まず文法が受理する全ての解析結果を求め,それらをまとめた圧縮統語


森を生成する.次に,この圧縮統語森を展開して個々の構文木を出力する際に,PGLRモデル


に基づ く構文木の生成確率を考慮 し,生成確率の上位の構文木から優先 して出力する.解析の


途中で生成確率の低い部分木を除去するなどの枝刈 りを行っていないため,生成確率の上位 Ⅳ


位の構文木が必ず得 られることが保証される代わ りに,長文など構文的暖昧性が非常に多い


文を解析する際にメモリ不足によって解析に失敗する可能性も高い.したがって,我々は解析


途中で生成確率の低い部分木を除去 して探索空間を絞 り込む機構 も必要であると考えている.
 

L

ihanc

( h1 MSRるが ,現在公開している パーザには実装されていない.mv
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laS ltorner は PGLRモデルを利用した効率の良い枝刈 りのアルゴリズムを提案 してい
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パスとして,ATRが作成 した日本語対話 コーパス (Momo Ur , 

解析例

本項では,MSLRパーザを用いた簡単な日本語文解析実験について報告する.実験用コー

0
00,


4
9
9
ikagsa
raan,kada,iI
i
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Sb hoas
ma, Na mu dS a1


析用の文脈自由文法で,非終端記号数 17


衛藤 1 今回の実験では,日本語対話コーパス約 2 0文のうち,上記の文法による構文


)を使用 した.実験に用いた文法は,対話文解

2,終端記号数 6
1
44
,規則数は 8
0である (田中,竹滞,

).7
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00,


0
0
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00,


SeSe

木が付与された例文 1 0文を使用 した.辞書及び接続表は,これら 1 0文から自動的に

作成した.

,15以上の文をランダムに 1 0文ずつ取 り出し,そ

tA, tBとした.これらの評価用例文について,分かち書きされていない文字列を

4
評価用テキス トとして,単語数 4-1

れぞれ 

itnerprsetrSu

L入力とし,MS

文約 9000文から PGLRモデルを学習し,その PGLRモデルに基づ く構文木の生成確率によっ

nUlaE

Rパーザを用いて形態素 ･構文解析を行った.また,評価用テキス ト以外の例

3.


23,
erver
5
2


て解析結果の順位付けを行った.使用 した計算機は,2 項の実験と同じ 

0S である.実験結果を表 に示す..また,解析結果の具体例を付録 A に示す. 
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表 3 解析実験の結果 (文正解率) 

rL

1 

2 

5 

'

4 

【形態素解析の文正解率SetA SetB 
88.3% 63.7% 

94.4% 75.1% 

96.8% 80.6% 

97.6% 83.6% 

98.8% 87.2% 

】 【構文解析の文正解率】 SetA SetB 
80.1% 36.3% 

90,6% 50.4% 

95.0% 58.8% 

96.4% 65.0% 

97.6% 69.6% 

3 

表 2において ,｢平均解析木数｣は 1文あたりに生成される構文木の平均であり ,｢平均解析

時間｣は 1文の解析に要した時間 (単位はミリ秒)の平均を表わしている. SetAのような短い

文の場合は 7ミリ秒程度 ,SetBのような長めの文の場合でも 27ミリ秒程度で解析を行うこと

ができる.また,表 3の E形態素解析の文正解率】は ,PGLRモデルに基づく構文木の生成確

率の上位 n位の解析結果の中に,単語分割と品詞付けの結果がコーパスに付加されたものと一

致する構文木が含まれる文の割合を表わしている.同様に 【構文解析の文正解率】は,上位 n

位の解析結果の中にコーパスに付加されたものと一致する構文木が含まれる文の割合を示 して

いる.この表から,例えば生成確率の 1位の構文木について ,SetAでは約 80%,SetBでは約 

36%の文に対 して正 しい形態素 ･構文解析結果が得られたことがわかる.今回の実験で使用 し

たコーパスが ドメインの限られたコーパスであり,また辞書と接続表を評価用テキス トと訓練

用テキス トの両方を用いて作成したこともあり,比較的良い結果が得られている. 

4 おわりに

本論文では,我々が現在公開している自然言語解析用ツール ｢MSLRパ∵ザ ･ツールキッ

ト｣の機能と特徴について述べた.最後に,本ツールキットの今後の開発方針について述べる.

まず,複数の接続制約を同時に組み込む LR表作成器,さらにそれを用いて解析を行うパー

ザの実装を進めている.現在のツールでは ,LR表に組み込める接続制約の数は 1種類のみであ

る.しかしながら,例えば音声認識と同時に構文解析を行う場合,品詞間の接続制約だけでな

く,音素間の接続制約も同時に利用 した方が効率の良い解析ができると考えられる (今井 1999).

この場合,音素と品詞の 2つの接続制約を LR表に組み込む必要がある.また,これに合わせ

て,MSLRパーザの解析アルゴリズムも変更する必要がある.現在,複数の制約を取り扱う LR

表作成器および MSLRパーザのプロトタイプは完成しているが,効率の面でまだ問題があり ,

改良を進めている.

次に,よりロバス トな解析ができるようにパーザを拡張することが挙げられる.特に,秤

書にない単語 (未知語)が入力文中に現われたときには,原則的には解析に失敗する.現在の 
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MSRパーザは,カタカナが続いた文字列を未知語として登録するなど,非常に簡単な未知語

処理機能が付加されているが,まだ改良の余地も多い.また,解析に失敗 した場合でも,部分

的な解析結果を表示する機能なども追加 し.ていきたいと考えている.

の課題 として挙げられる.これらを用いて新聞記事の解析を行った場合,解析に成功 して何 ら

L	

最後に,本ツールキットに付属の日本語解析用の文法,辞書,接続表を改良することが今後

L

かの結果を返すことのできる文の割合は約 8%である.解析に失敗する原因としては,前述の

未知語処理の不完全さや文法規則の不備によるものが多い.より多様な文を解析できるように

するためには,特に文法を改良していかなければならない.また,本ツールキットに付属の文

法を用いて解析を行った場合,PGLRモデルを学習するための構文木付きコーパスが存在 しな

いために,PGLRモデルに基づ く生成確率によって解析結果に優先順位を付けることはできな

5	

めている.

い5.現在,構文木付 きコーパスを必要としない PGLRモデルの学習方法について研究をすす
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自然言語解析のための MSRパーザ ｡ツールキッ ト

解析結果は括弧付けで表現された構文木として出力される.構文木の右にある数値はその構文
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は解析に要した時間を表わす.

以下,得 られた解析結果を構文木の形で示す.但 し,紙面の都合により,構造の一部を簡略

している.
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